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年１月 18 日に 120 テーマの内容が発表された。
ESOF2006 では、欧州委員会研究イノベーション
総局「科学と社会部門」など科学技術行政関係者
の全面支援体制のもと、統合欧州 25カ国の学術機
構やそれらを代表する科学技術者、そしてメディ
ア関係者・市民団体からのレポートが予定されて
いる。一般参加者の登録受付も始まっている。
　ESOF2006 では、①科学技術の研究開発テーマ、
②科学技術のリスクとガバナンス、③科学技術と
メディア市民社会、④科学技術と地域産業・産学
連携、⑤マリーキュリー・アクションによるキャ
リアパス・人材流動性創出などのカテゴリーに分
けてセッションが予定され、今回も多数の参加者
が見込まれている。これらの設定テーマを討議す
るため、カンファレンス・市民パネル・サイエン
スショップ・講演・セミナー・ポスター展示・市
内公開活動など、種々の参加形式が採られる。
　このフォーラム開催の背景となる論点および
欧州委員会の科学技術政策は次のようなものであ
る。欧州では、2000 年リスボン会議によって宣言
された、欧州域の人・サービスの自由移動等によ
る「競争力のある技術経済圏の構築」が共同体共
通の目標とされている。この政策の大きな柱がフ
レームワークプログラムと呼ばれる基本計画であ
る。2002‐2006 年の基本計画（FP6）では、欧州
研究圏（ERA）構想が大きな政策課題であり今後
も強化される。この ERAの目標は、統合欧州 25
カ国域の研究開発従事者の地域的偏りを是正し、
欧州全域での産業競争力を強化することである。
このため、東西・南北の欧州間の人材流動性を高
める政策（マリーキュリ ・ーアクション）が必要で、
産業界も含めて連携体制を採ろうとする努力が続
けられている。2007‐2013 年の次期計画（FP7）
では、リスボン宣言にある GDP 比３％という研
究開発支出目標を可能にするためにより大きな
財政機構が必要になっている。このため、科学技
術政策に対する一般市民の理解を高め、欧州研究
カウンシル（ERC）を創出し、欧州科学財団の
大幅な改革を進めようとしている。
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